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追記 自分には子供（娘と息子）が二人いて、二人には台湾

の話はまったくせんかったけども、二人とも大人にな

って台湾が好きになった。台湾に行く前にはウォ・ア

イ・ニーとかボーポーモーフォーの練習はしてたし、

お土産のパイナップル・ケーキは毎回別のところで買

ってくるし、烏龍茶も銘柄のついた高いのを選んでる

みたいやった。Ｓちゃん（娘の本名）から「北投温泉

でエステしてきた」という話を聞いたときは、あんな

ところに女の子でも行けるようになったんかと本当に

びっくりした。あと、台湾人は熊かカバみたいなんば

っかやと言うと、顔を真っ赤にして 「イケメンも多い」

と反論してきた。Ｓちゃんはだいぶ前に結婚して子供

も二人いて、中学のお受験で頑張ってるけど、Ａ（息

子の本名）のほうはあっち （注 ：ＬＧＢＴ）らしくて、

台湾人の 「友達」をしょっちゅう家に連れてきていた。

お姉ちゃんには「彼氏」と言って紹介してたみたいや

けど、親にはやっぱり言えんのやろな。でも、わかっ

てるんやけどな。まあ、孫の顔を見たかったら子供は

二人は作っておくもんやと思った。あと百恵ちゃん。

百恵ちゃんは、あのあと金持ちの台湾人と結婚したけ

ども、結局離婚して、羅東に帰って、そこで台湾独立

の運動に入って、そこで知り合った人と再婚した。再

婚相手は自分の知ってるようなかおかたちの台湾人や

った。なぜそこまで知ってるかというと、百恵ちゃん

の本名を覚えてたんで、十年ほど前にフェイスブック

で名前を打ってみたら、なんと検索に出てきた。懐か

しくなって駄目もとでメッセージを打ってみたら、一

時間も経たないうちに日本語で返事が来たんで、とて

もうれしかった。あれからいいねしたり、メッセージ

もやりとりして、古希祝いで久しぶりに台湾に行った

ときに台北で会ったんやけど、自分はもうおじいちゃ

んやのに百恵ちゃんはそんなに変わってなくってびっ

くりした。このとき連れてってくれたのが当時デート

した海鮮の店で、 「海覇王」って名前やった。百恵ちゃ

んは二年前に膵臓がんで亡くなってしまった。葬式は

行かんかったけど、台湾では葬式でストリップする習

慣はもうなくなっていたらしい。 
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